
開校当時の旧米谷小学校

　

児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、米
谷
小
、錦

織
小
、米
川
小
が
１
５
１
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
、４
月
か
ら
統
合
。新
た
に

誕
生
し
た
東
和
小
学
校（
若
生
利と

し

幸ゆ
き

校

長
、児
童
数
１
６
２
人
）の
開
校
式
を
４

月
４
日
に
開
催
し
、児
童
や
保
護
者
、関

係
者
約
２
８
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、小
野
寺
文ふ

み

晃あ
き

教
育
長

が
開
校
を
宣
言
。若
生
校
長
と
６
年
生

の
木
村
心こ

温は
る

さ
ん
が
小
野
寺
教
育
長
か

ら
新
し
い
校
旗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

若
生
校
長
は「
こ
れ
ま
で
各
小
学
校

で
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
踏

ま
え
、素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中
で

体
と
心
を
育
み
、新
し
い
学
校
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。式
の
締
め
く
く
り
に
は
、

児
童
が
校
歌
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
斉
唱

し
、新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
に
と
っ

て
、よ
り
良
い
学
習
と
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、登
米
市
立
小
中
学
校
等
再
編

構
想
を
策
定
。今
後
は
米
山
地
域
と
南

方
地
域
の
小
学
校
を
再
編
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
魅
力
あ
る
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、保
護
者

や
地
域
住
民
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
学
校
再
編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

1校章は、米谷、錦織、米川、旧
鱒渕、旧嵯峨立の５校が一つ
になったことと、入学の季節
を象徴する「桜の花びら」など
をイメージしてデザイン2児
童代表の言葉を堂々と話す千
葉楓

ふ

羽
う

さん3大きな声で校歌
を斉唱する児童4市内産木材
を使用して改修した小学生用
の昇降口5４月11 日に入学
式が開かれ、東和小学校とし
て１期生となる25人が入学。
児童を代表して伊藤瑚

この

羽
は

さん
が小野寺教育長から教科書を
受け取った

　私は、地域の文化を大切にしながら、
１年生から６年生まで全校のみんなが
仲良くして友情を深められるような学
校にしたいと思っています。
　また、米谷、錦織、米川には、これまで
受け継がれてきた素晴らしい伝統芸能
があるので、東和の地域の良さに触れ

ながら学び、新しい伝統を作っていき
たいです。
　思いやりの気持ちと最高学年として
の責任を持ち、手本となるように心が
けながら１日１日を大切に過ごし、東
和小学校で新しい友達と楽しい思い出
を増やしていきたいです。

友情深め新たな伝統と思い出を作りたい
Interview

　私が錦織小学校に通っていた頃と比
べると、東和地域の児童数が減り、人口
減少を実感しています。母校の閉校は
寂しいですが、統合によって同級生が
増えることで、子どもたちが互いに切
磋琢磨し合える環境ができるのは良い
ことだと思います。

　小学校の統合をきっかけに、もとも
とあった地区ごとの特色が合わさっ
て、新たな魅力が生まれることを期待
しています。これから東和小学校に通
う子どもたちには、仲間と共に小さな
幸せを積み重ねながら、毎日を楽しく
過ごしてほしいと願っています。

仲間と共に小さな幸せを積み重ねてほしい
Interview

明治40年頃の旧米川小学校昭和７年に完成した旧錦織小学校

閉校を前に、米谷地区、錦織地区、米川地区で、地
域住民の有志やコミュニティ組織、PTAがさまざ
まな記念事業を開催。各地区での思い出づくり
と新たな時代の幕開けを祝った

 米谷小・錦織小・米川小が統合

東和小学校が誕生
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